
（別紙３）

～ 令和8年3月14日

（対象者数） 16 （回答者数） 14

～ 令和8年2月26日

（対象者数） 7 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

児童に多様な体験を提供すべく、有料施設も含めた活動先の
さらなる情報収集と検討を継続する

2

個別課題へのかかわりを増やすためのスタッフ個人のスキル
アップのための研修の機会を多くする。

3

保護者様との連携を密にとるために、LINE公式アカウントの
導入を検討している。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

管理サイドとしてLINEなどをITツールを活用して情報をま
めに発信していく

2

3

外出レクリエーション活動が児童およびその保護者様に好評
である

ご利用児童の構成や天候などの影響も考慮し、行き先を柔軟
に決定したり、リスクを議論していること

利用保護者様より一定のよいご評価をいただいている 集団活動の中にも児童の特性に合わせた関りの工夫や、声掛
けなどがあること、児童にとってストレスなく過ごせる環境
づくりの工夫などが、成⾧を促していると考えられる。

6時間の利用時間を設定していること 送迎の計画を綿密に練っている

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

教室⾧、管理者の活動が指導員まで伝わっていない 報告の頻度が少ない

令和8年2月24日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 エコルド川口教室

○保護者評価実施期間 令和8年2月27日

○保護者評価有効回答数

児童発達支援・事業所における自己評価総括表公表


